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第１章 人口ビジョン 
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１．枚方市人口の現状 

（１）総人口・世帯数・年齢 3 区分別人口割合の推移 

   

本市の総人口については、平成 21 年まで増加傾向が続き、一時 41 万人を超えましたが、

平成 21 年をピークに減少傾向となり、令和元年 12 月末日現在では、401,074 人となってい

ます。 

一方で、世帯数については、令和元年 12 月末日現在、181,062 世帯で、増加傾向が続い

ていることから、1世帯あたり人員は減少傾向で、家族の少人数化が進んでいることがうか

がえます。 

図 総人口・世帯数の推移 

 

   

年齢 3 区分別人口の割合については、令和元年 10 月 1 日現在では、老年人口（65 歳以

上）が 28.0％、生産年齢人口（15～64 歳）が 59.4％、年少人口（0～14 歳）が 12.6％とな

っており、生産年齢人口（平成 18 年比 9.1 ポイント減）と年少人口（平成 18 年比 2.0 ポ

イント減）は減少傾向にあるのに対し、老年人口（平成 18 年比 11.1 ポイント増）は増加

傾向にあり、少子高齢化が進行しています。 
 

図 年齢 3区分別人口割合の推移 

 

（人） 

（世帯） 

〔各年 12 月末日現在〕 

〔各年 10 月 1日現在〕 

出典：住民基本台帳報告書 

出典：枚方市統計書 
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（２）地域別人口の推移 

  地域別の人口については、市域を主要な河川や幹線道路によって 7つの地域（北部地域、

中部地域、南西部地域、中東部地域、中南部地域、南部地域、東部地域）に区分した場合、

平成 25 年から令和元年までの推移を見ると、南西部地域を除いて減少しており、北部地域

で 2,631 人の減少がみられます。一方、南西部地域では 1,015 人の増加となっています。 

 

図 地域区分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別人口の推移 

 

① 北部地域 
国道 1 号と穂谷川に

囲まれた地域 

④ 中東部地域 
国道 1 号、穂谷川、第二京

阪道路に囲まれた地域 

② 中部地域 
穂谷川、国道 1 号、天野川に

囲まれた地域 

③ 南西部地域 
天野川、国道 1 号と 170 号

に囲まれた地域 

⑦ 東部地域 
第二京阪道路より

東側の地域 

⑥ 南部地域 
国道 1 号と 170 号、

天野川に囲まれた地域 

⑤ 中南部地域 
天野川、国道 1 号、穂

谷川、第二京阪道路に

囲まれた地域 

出典：枚方市 人口推計調査報告書 

（人） 
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（３）自然動態（出生・死亡） 

 

①自然増減の推移 

出生と死亡による自然増減については、平成 24 年までは出生数が死亡数を上回る自然

増が続いていましたが、平成 25 年以降、死亡数が出生数を上回り、令和元年では 1,130

人の自然減となっています。 

図 自然増減の推移 

 

 

②合計特殊出生率の推移 

本市の合計特殊出生率（一人の女性が一生の間に産む子どもの数に相当）については、

平成 20 年以降では平成 21 年をピークに減少傾向にあり、平成 30 年には 1.29 となって

おり、大阪府の 1.35 よりも 0.06 ポイント、全国の 1.42 よりも 0.13 ポイント低く、人

口増減の分岐点である 2.08 を大きく下回っています。 

図 合計特殊出生率の推移 

 

出典：枚方市作成 

 

出典：枚方市統計書 
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（４）社会動態（転入・転出） 

 

①社会増減の推移 

転入と転出による社会増減については、転出数が転入数を上回る社会減の傾向が続い

ており、平成 19 年と平成 21 年に社会増となっているものの、平成 22 年から再び転出が

超過し、令和元年では 307 人の社会減となっています。 

 

図 社会増減の推移 

 
 

 

②転入元・転出先の状況 

地方別で見た本市への転入元及び本市からの転出先の状況（令和元年）については、社

会増減の規模が近畿地方で最も大きく（転入 8,439 人・転出 8,656 人）、次に、関東地方

（転入 1,277 人・転出 1,785 人）となっており、特に、東京圏（東京都・神奈川県・千葉

県・埼玉県）で関東地方の９割以上を占めています。 

また、社会増減についても、関東地方で 508 人と最も転出超過数が多く、特に東京圏

だけでみると 534 人の転出超過となっており、次に、近畿地方で 217 人となっています。

日本全体の人口減少の要因となっている東京一極集中の傾向が本市でも見受けられます。 

一方、転入超過となっているのは、中部地方が 136 人と最も多く、次に、四国地方で

54 人、北海道地方で 31 人となっています。そのほか、国外からは 296 人の転入超過とな

っています。  

出典：枚方市統計書 
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図 地方別の転入元・転出先の状況（令和元年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北海道地方：31 人 
（H26：▲2 人） 

転入 94 人 

転出 63 人 

近畿地方：▲217 人 
（H26：▲698 人） 

（転入 8,439 人、転出 8,656 人） 

 大阪府：▲299 人（H26：▲553 人） 

 （転入 5,293 人、転出 5,593 人） 

 京都府：274 人（H26：41 人） 

 （転入 1,773 人、転出 1,499 人） 

 兵庫県：▲156 人（H26：▲216 人） 

 （転入 731 人、転出 887 人） 

 滋賀県：▲20 人 

奈良県：▲36 人 

和歌山県：21 人 

関東地方：▲508 人 
（H26：▲555 人） 

（転入 1,277 人、転出 1,785 人） 

 東京都：▲389 人（H26：▲294 人） 

（転入 502 人、転出 891 人） 

 神奈川県：▲113 人（H26：▲94 人） 

 （転入 259 人、転出 372 人） 

 千葉県：▲13 人（H26：▲56 人） 

 （転入 202 人、転出 215 人） 

 埼玉県：▲19 人（H26：▲101 人） 

 （転入 181 人、転出 200 人） 

 茨城県：18 人 

 栃木県：1 人 

 群馬県：7 人 

東北地方：▲1 人 
（H26：9 人） 

転入 99 人 

転出 100 人 

四国地方：54 人 
（H26：70 人） 

 転入 291 人 

 転出 237 人 

中部地方：136 人 
（H26：▲88 人） 

 転入 715 人 

 転出 579 人 

九州地方：▲117 人 
（H26：5 人） 

 転入 480 人 

 転出 597 人 

国外：296 人 
（H26：203 人） 

 転入 1,590 人 

 転出 1,294 人 

東京圏：▲534 人 
（H26：▲545 人） 

転入 1,144 人 

転出 1,678 人 

中国地方：▲2 人 
（H26：24 人） 

転入 384 人 

転出 386 人 

枚方市：▲307 人 
（H26：▲969 人） 

 転入 13,604 人 

 転出 13,911 人 

出典：枚方市統計書 

北陸地方：21 人 
（H26：63 人） 

転入 235 人 

転出 214 人 
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また、本市との社会増減の規模が大きい大阪府、京都府、兵庫県の市町村との転入・転

出の状況（令和元年）を見てみると、大阪市が最も社会増減の規模が大きく（転入 1,530

人・転出 1,899 人）、続いて、寝屋川市、京都市、交野市、八幡市の順となっています。

特に、大阪市に対しては、転出超過の規模も最も大きく（369 人）、年齢別に見ると、20

歳代及び 30 歳代前半の転出数が全体の転出数の半数以上を占めています。 

 

図 大阪府、京都府、兵庫県の市町村との転入元・転出先の状況（令和元年） 

（社会増減の規模順で 20 位までを掲載） 

 

 出典：住民基本台帳人口より枚方市作成 
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表 近隣の市町村との転入元・転出先の状況（令和元年） 

＜5歳階級別＞             （社会増減の規模順で 5位までを掲載） 
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２．枚方市人口の将来見通し 

国や大阪府の人口ビジョンと本市の人口の現状から、本市の自然増減・社会増減につい

ての条件を次のとおり設定した場合の将来見通しは以下のとおりとなります。市が実施し

た将来人口推計による人口の推移を、自然増減・社会増減について次に示す条件の下で推

計した 2 つのケースの見通しに近づけていくため、総合戦略に掲げる取り組みを着実に進

めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然増減・社会増減についての条件 
自然増減についての条件 

■「国の長期ビジョン」では、合計特殊出生率の仮定値を 2020（令和 2）年に 1.6、2030（令和 12）

年に 1.8、2040（令和 22）年に 2.07 としています。 

■｢大阪府人口ビジョン｣では、合計特殊出生率を国の示す出生率のケース、及び、大阪府と国全体

の出生率の差を加味したケースの 2通りとしています。 

■これらを踏まえて、本市における合計特殊出生率についても、以下のとおり、大阪府と同様に 2

つのケースを活用します。 

 

 

 

  

  【参考】合計特殊出生率（2017（平成 29）年ベース）：全国 1.43、大阪府 1.35、枚方市 1.27 

 

社会増減についての条件 

■2024（令和 6）年に社会増減の差がゼロ 

【参考】本市の 2018（平成 30 年）中の社会移動は 420 人の転出超過 
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市推計（旧） 市推計（新） 第2期将来展望（国ver）

 2020（令和 2）年 2030（令和 12）年 2040（令和 22）年 

国の示す出生率 1.6 1.8 2.07 

大阪府の示す出生率 1.49 1.68 1.93 

 

 国と大阪府が示す出生率の 2 つのケースで行った 

枚方市人口の見通し 

推計１  国の示す出生率を用いた場合 

推計２  大阪府の示す出生率を用いた場合 

推計１ 

推計２ 

市推計（新） 市推計（旧） 

※ 市推計（新）については、国立社会保障・人口問題研究所においても採用されているコーホート要因法を用
い、令和元年（2019 年）5 月 1 日の住民基本台帳人口（外国人を含む）をベースに行いました。なお、市推
計（旧）については、平成 25 年（2013 年）6 月 1 日の住民基本台帳人口（外国人を含む）をベースに行っ
たものを参考に示しています。 


